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審査要旨 
 本論文は、中国東晋の詩人である陶淵明の文学について、「自己と他者の描写に見る自意識」という観点
から研究を進めたものである。陶淵明は「隠逸詩人」の宗として、あるいは「田園詩人」の先駆者として
よく知られ、その詩文は古来多くの人びとを魅了し続けてきた。従って、それに対する注釈や研究も近年
に至るまで少なくない。ところが、陶淵明の詩文の世界は、その表面的な平淡さとは別に、内部には複雑
に屈折した思いの託されていることが多く、それが陶淵明文学の尽きぬ魅力の根源であるとともに、多く
の注釈者を長く悩ませてきたところであった。陶淵明という人物とその文学の真面目が果たしてどの点に
あるのか、その探究が陶淵明研究の歩んできた道であったともいえる。 
 そうした長い受容史、注釈史、研究史を踏まえて、本稿の論者は「自己と他者の描写に見る自意識」と
いう新たな観点から陶淵明の文学の神髄に迫ろうとした。陶淵明の作品は他者の視線を強く意識して成立
しているところが多く、従ってその観点からの切り込みは大いに有効な方法だと評価できる。 
 この観点に基づいて、論者は、まず第一章において陶淵明の作品に多用される人称表現に着目する。こ
れを、第一節では一人称(｢我｣｢吾｣｢余｣など)について、第二節では二人称(｢汝｣｢爾｣「君」「子」など)につ
いて、その用例を細かく分析整理し、一人称には、陶淵明自身を指すものと、他者を指すものが存在する
ことを指摘したのち、第三節で、歴史上の人物に自らを仮託する「詠史詩」や自己の葬送を描いた「擬挽
歌辞」、死者としての自分を弔う「自祭詩」、女性への思慕の思いを詠う「閑情賦」などを分析して、その
中に見える他者を指す一人称についての意味を考察している。この考察を通して、陶淵明が常に他者の視
線を意識し、自らをどのようなものとして描こうかという強い自意識のあったことを指摘する。それは、
山水自然を志向するだけの平淡無奇な田園詩人としてではなく、また世俗に完全に背を向けるだけの隠遁
者としではなく、俗世の中に生きる隠遁者、すなわち「人境の隠者」としての陶淵明の生き方や心のあり
方を浮かび上がらせるうえで恰好の視点を提示したことになる。 
 第二章では、第一章での考察を踏まえたうえで、「人との関わり」の表現を集中的に取り上げ、第一節で
は「人」の字の用い方、第二節では「孤」「独」と「相」「與」の使い方の分析を通して、陶淵明の自意識
の強さを指摘する。「人」は、人間全体を言うことのほかに、自分以外の他者を指すことも多いが、陶淵明
の詩の中には後者の例において、時間的、また空間的な「隔たり」が詠われる一方、しきりに他者との「繋
がり」をも希求する態度が見られることを指摘する。それによって、陶淵明における自意識が複雑に揺れ
動くさまが見て取れるものの、惜しむらくは用例の分類や羅列で終わっている部分が少なからず、今一歩
深みのある考察が望まれる部分である。第二節でも、従来から指摘されてきた「孤」と「独」とともに、
それに相反する「相」「與」という語彙を対称軸として設定した点が注目される。これによって、陶淵明が
単に他者や世間との関係において、背を向けて、一定の距離を保とうとするばかりではなく、世の人とと
もにありたいという願いと、それが叶えられぬことからのより深い孤独感を抱いていたことを読み取るこ
とが出来る。この点において、問題の設定はよく評価できる。しかし、個別作品の解釈に力が注がれるあ
まり、論証部分にいささか厚みに欠ける嫌いがあることは遺憾である。 
第三章では、「隔絶と超越」という章を設定し、前二章の考察を踏まえ、まず第一節において、さまざま
な「隔絶」の姿を洗い出してゆく。それは、限定された時間と空間の中に生きる人間として、名利に汲々
とする世俗との対立であったり、家族や友人との対立であったり、また親しいものの現実の死を悼む作品
などを読み解くことを通して、死者と生者との対立と隔絶がどのように表現されるかを検討している。第
二節では「遺（のこす）」「餘（あます）」などの用例の分析を通して、時を経て隔絶される者との一体化を
氏名 大立 智砂子    
求める陶淵明の姿を描き出す。第三節では、陶淵明の詩に見える「杜門（門を杜ざす）」「掩荊門（荊門を
掩う）」などの外部との意図的な隔絶をいう表現に着目し、これに先行論文で指摘されている「聊（いささ
か）」「且（しばらく）」などの語による現実の一時的な肯定表現を重ね合わせて、「桃花源記」「帰去来兮辞」
「飲酒」詩などの陶淵明詩の根幹を形成する作品の解析に繋げている。 
 本論文は「自己」と「他者」とが陶淵明の作品世界においてどのように描写されているかという視点を
通して、陶淵明の文学世界に現れる詩人の強い自負心や矜持と、他者を排除しながらもそれとの一体化を
希求するという、いわば矛盾撞着したような思いをさまざまな角度から検討し、それが陶淵明文学の神髄
であることを述べようとした。そうした視点からの考察が、世に背を向けこれと完全に交わりを絶った隠
者としてではなく、世俗との葛藤のなかに生きる隠逸詩人、すなわち「人境の隠者」として誕生したこと
を浮かび上がらせることとなった。 
本論文のこうした探究と見解は大いに評価できるものの、遺憾な点も少なからず、たとえば陶淵明の文
学作品の解析に集中するあまり、陶淵明が生きた当時の社会に対する言及が少ないこと、従って伝記的研
究の部分が手薄になっていること、また他の同時代詩人との比較検討が十分でないために陶淵明固有の問
題であるかどうかの考察が不足していること、それに付随して用例の分析や事実の指摘は論者のいう通り
であるとしても、その事象に対する総合的な判断にはやや短絡的ではないかと見られる箇所のあることな
どである。これらの点は今後の論者の継続的な研究によって補足され修正されるべきものと思われる。 
そうした瑕疵や不足はあるものの、本論文が従来の研究成果をよく咀嚼したうえで、陶淵明の複雑に錯
綜する文学世界について、自己と他者の描写を考察の軸に設定し、詩人の揺れ動く自意識のあり方から読
み解こうとした試みは意欲的で新鮮であり、それを以て陶淵明像とその文学に一家の言を成さんとしたと
ころにその意義が認められる。因って、本論文は、本学文学研究科において課程による博士（文学）の学
位を授与するに十分値するものと判断される。 
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